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飛躍

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
本
部
役
職
員
紹
介

生きがい、働きがいを実感できる年に!
　組織の総力を挙げて諸課題の解決に取り組もう

「西郷どん「西郷どん～その視線の先には明るい未来～～その視線の先には明るい未来～」」
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Ｊ
Ｒ
連
合
会
長

荻
　
山
　
市
　
朗

中
央
執
行
委
員
長

吉
　
田
　
祥
　
司

本年もよろしく
お願い申し上げます

こくみん共済coop
九州労働金庫
明治安田生命保険相互会社
株式会社トータル保険サービス

　新型コロナウイルス感染症が感染症法上の５類に移行し、お客さまの動向も回復基調と

なってきましたが、ＪＲ九州・ＪＲ九州グループ会社をはじめ、ＪＲ連合に加盟する全国

のＪＲグループ会社については、世界情勢の不安定さや異常気象による原材料費や物価の

高騰により、経営状況は、厳しい状態が続いています。

　ＪＲ連合には、現在、グループ96単組が加盟し、約87,000名の

仲間が結集して日々、職場で頑張っています。組合員で協力して

難局を乗りこえるべく「ＪＲ連合ふれあいキャンペーン」を開催

しています。ＪＲ連合のホームページでＪＲ連合加盟の店舗が確

認できます。

　買い物をするなら、ホテルに泊まるなら、食事やサービス

を利用するなら、ＪＲ九州グループ・ＪＲグループのお店を

積極的に利用しよう!

※組合員割引等が適用される場合もあります。詳しくはご利用される各施設へお問い合わせください。

ＪＲ連合ふれあいキャンペーン
～全国の仲間を応援しよう～

↑今すぐ
チェック
しよう！

２
０
２
４
年
頭
あ
い
さ
つ

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
中
央
執
行
委
員
長
・
Ｊ
Ｒ
連
合
会
長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
健
や
か

に
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
の
ご
精
励
と
組
合
活
動
へ

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

厳
し
い
苦
境
を
脱
し
、
Ｊ
Ｒ

旅
客
各
社
の
経
営
は
順
調
に
回

復
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
国
は

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
推
進
会
議
」
で
新
た
な
危
機

皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
私
た

ち
の
暮
ら
し
や
生
活
に
大
き
く

影
響
を
与
え
る
出
来
事
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。
海
外
で
は
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
出
口

が
見
え
ず
、
ハ
マ
ス
の
攻
撃
を

端
緒
に
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お

け
る
紛
争
が
激
化
す
る
な
ど
、

世
界
情
勢
の
不
透
明
感
が
一
層

増
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
目
を

転
じ
る
と
、
５
月
に
新
型
コ
ロ

に
備
え
る
「
政
府
行
動
計
画
」

改
定
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
科
学
的
根
拠
に

基
づ
く
人
の
移
動
と
感
染
防
止

の
両
立
な
ど
を
提
起
し
、
意
見

反
映
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
一
昨
年
の
結
成

30
周
年
の
節
目
を
大
き
な
転
換

期
と
認
識
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
と
働

く
仲
間
の
将
来
に
向
け
た
提
言

を
発
信
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
安
全
確
立
を
最
優
先
に

位
置
付
け
た
う
え
で
、
新
年
の

方
針
や
決
意
を
２
点
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
ず
、
産
業
政
策
で
す
。
Ｊ

Ｒ
連
合
は
Ｊ
Ｒ
が
民
の
力
を
発

揮
し
「
地
域
交
通
な
ど
公
共
的

役
割
を
果
た
す
こ
と
」「
新
幹

線
な
ど
成
長
分
野
を
発
展
さ
せ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
症

法
上
の
分
類
が
２
類
相
当
か
ら

５
類
に
移
行
し
、
人
々
の
移
動

や
生
活
に
対
す
る
制
約
が
大
き

く
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
と
い

う
リ
ス
ク
は
依
然
存
在
す
る
も

の
の
、
何
気
な
い
平
穏
な
日
々

が
如
何
に
大
切
か
を
改
め
て
実

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
は
昨
年
３
月
６
日
に
結
成
30

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
30

年
間
で
社
会
・
地
域
・
Ｊ
Ｒ
九

州
を
取
り
巻
く
環
境
は
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方

が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
に
改

め
て
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

９
月
に
開
催
し
た
結
成
30
周
年

記
念
行
事
で
は
「
未
来
へ
の
誓

い
」
を
発
信
し
、
組
合
員
や
関

係
者
と
協
力
・
連
携
の
下
、
諸

る
こ
と
」
の
重
要
性
を
提
起
し

て
い
ま
す
。
昨
年
、
地
域
交
通

法
改
正
に
よ
り
国
・
地
方
・
Ｊ

Ｒ
が
連
携
強
化
し
持
続
可
能
な

地
域
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
つ
く
る
仕

組
み
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
は

こ
の
実
効
性
を
高
め
る
べ
く
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
成
長
分
野

に
つ
い
て
、
地
域
発
展
に
貢
献

す
る
新
幹
線
の
有
用
性
を
訴
え
、

そ
の
着
実
な
建
設
な
ど
を
求
め

ま
す
。
こ
の
ほ
か
４
月
か
ら
の

自
動
車
運
転
者
や
建
設
業
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
強
化
に

伴
う
「
２
０
２
４
年
問
題
」
へ

の
対
策
も
急
務
で
す
。
伸
び
悩

む
鉄
道
貨
物
の
利
用
拡
大
、
鉄

道
の
保
守
・
工
事
の
安
定
遂
行

な
ど
の
課
題
解
決
へ
現
場
起
点

で
取
り
組
み
ま
す
。

課
題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
の
運
動
に
対
す
る
、
引
き
続

き
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

Ｊ
Ｒ
九
州
の
経
営
は
甚
大
な
ダ

メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し
た
が
、
現

在
も
な
お
回
復
途
上
の
段
階
に

あ
り
ま
す
。
足
下
で
は
訪
日
外

国
人
旅
行
客
を
は
じ
め
、
目
に

見
え
て
お
客
様
が
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
第
２
四
半
期
決
算
の

鉄
道
旅
客
運
輸
収
入
は
対
２
０

１
８
年
度
の
比
較
で
93
・
３
％

に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
と
り
わ

け
在
来
線
の
回
復
が
課
題
と
言

え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
㈱

に
つ
い
て
は
「
ク
イ
ー
ン
ビ
ー

ト
ル
」
の
就
航
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
徐
々
に
利
用
は
伸
び
て

い
る
も
の
の
、
格
安
航
空
会
社

２
点
目
に
労
働
政
策
で
す
。

Ｊ
Ｒ
各
社
で
離
職
が
増
加
し
人

財
確
保
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
産
業
の
魅
力
低
下
に
危
機

感
を
持
ち
、
賃
金
や
働
き
方
の

改
善
を
果
敢
に
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
転
機
に
す

べ
く
２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争

に
臨
み
ま
す
。
人
件
費
は
コ
ス

ト
で
な
く
成
長
投
資
で
す
。
成

長
と
分
配
の
好
循
環
を
築
く
と

と
も
に
、
物
価
上
昇
も
考
慮
し

た
積
極
的
な
賃
金
上
げ
と
原
資

の
価
格
転
嫁
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
政
労
使
が
主
張
す
る
社

会
的
要
請
で
す
。
運
賃
改
定
の

理
解
も
広
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
合
わ
せ
て
、
安
心
し
て
意

欲
高
く
働
き
続
け
ら
れ
る
Ｊ
Ｒ

産
業
を
築
く
べ
く
骨
太
の
議
論

の
台
頭
な
ど
不
安
材
料
も
あ
り

ま
す
。
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
コ
ロ
ナ

禍
で
社
債
発
行
や
長
期
借
入
金

に
よ
る
負
債
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
も
社
会
に
対

し
て
会
社
の
現
状
を
正
し
く
理

解
い
た
だ
く
努
力
を
継
続
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
会
社
の
急
激
な
業

績
悪
化
を
受
け
て
、
労
働
条
件

面
で
も
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま

し
た
。
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
雇
用

の
維
持
・
確
保
を
最
優
先
課
題

と
位
置
付
け
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
通

じ
て
政
策
要
望
等
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
労
働
協
約
改
訂

交
渉
で
は
、
長
年
の
懸
案
事
項

で
あ
っ
た
住
宅
援
助
金
の
改
善

を
含
む
、
多
く
の
成
果
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

１
年
間
も
期
末
手
当
の
支
払
水

準
回
復
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、

先
の
年
末
手
当
交
渉
で
概
ね
コ

ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
を
果

た
し
ま
し
た
。
期
末
手
当
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
業
績
に
応

じ
た
安
定
的
な
支
払
い
を
求
め

て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
ま

を
深
め
る
こ
と
と
し
、
指
針
と

な
る
「
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ

ン
」
改
訂
版
を
６
月
の
大
会
で

提
起
し
ま
す
。

変
化
の
時
代
に
Ｊ
Ｒ
産
業
が

持
続
的
に
成
長
す
る
に
は
、
責

任
あ
る
労
働
組
合
と
健
全
な
労

使
関
係
が
不
可
欠
で
す
。
Ｊ
Ｒ

産
業
に
働
く
す
べ
て
の
仲
間
の

Ｊ
Ｒ
連
合
へ
の
総
結
集
、
Ｊ
Ｒ

各
社
の
結
束
強
化
、
Ｊ
Ｒ
連
合

と
の
信
頼
関
係
づ
く
り
を
訴
え

ま
す
。

結
び
に
、
次
代
に
繋
が
る
有

意
義
な
１
年
を
築
く
た
め
に
Ｊ

Ｒ
連
合
は
全
力
で
取
り
組
む
決

意
を
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。

す
。こ

の
よ
う
な
成
果
を
踏
ま
え

つ
つ
、
今
年
は
生
き
が
い
や
働

き
が
い
が
実
感
で
き
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
昨
年

夏
に
妥
結
し
た
人
事
・
賃
金
制

度
改
正
の
着
実
な
移
行
を
は
じ

め
、
駅
運
営
体
制
等
の
見
直
し

に
伴
う
転
籍
の
円
滑
な
実
施
と

組
織
化
、
地
域
社
員
の
社
員
へ

の
転
換
等
に
関
す
る
労
使
協
議

な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
対
し

て
組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
を
よ

り
確
か
な
も
の
と
し
、
ゆ
と
り

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
明
る
い

年
に
な
る
よ
う
祈
念
し
て
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。
本
年

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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私
の
趣
味
・
マ
イ
ブ
ー
ム

水
曜
ど
う
で
し
ょ
う

北
九
州
支
部成

清
　
智
宏
さ
ん

大
泉
洋
が
世
に
出
た
北
海
道

の
ロ
ー
カ
ル
番
組
。
内
容
が
レ

ン
タ
カ
ー
で
ア
メ
リ
カ
横
断
や

サ
イ
コ
ロ
の
出
た
目
で
行
き
先

を
決
め
る
等
、
過
酷
な
旅
ば
か

り
（
時
折
九
州
に
も
来
て
い

た
）
で
、
ぼ
や
く
大
泉
と
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
掛
け
合
い
が
面
白

い
で
す
よ
！

冬
日長

崎
地
本

Ｐ.

Ｎ
し
ん
ひ
ろ
さ
ん

冬
ら
し
い
日
差
し
と
新
年
を

迎
え
る
希
望
と
ち
ょ
っ
ぴ
り
切

な
さ
を
感
じ
る
一
枚

私
の
趣
味
は
「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」

大
分
地
本

油
谷
　
佑
一
さ
ん

子
供
が
少
年
ス
ポ
ー
ツ
団
に

入
団
後
、
一
緒
に
練
習
す
る
な

か
で
子
供
た
ち
と
の
体
力
の
差

に
愕
然
と
し
、
本
格
的
に
走
り

始
め
ま
し
た
。「
第
1
回
佐
伯

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
に
初
挑
戦
！

目
標
タ
イ
ム
内
で
完
走
し
た
時

の
達
成
間
は
最
高
で
し
た
。
い

ず
れ
は
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑

戦
し
ま
す
！

狙
え
大
物

熊
本
地
本

横
林
　
大
地
さ
ん

こ
れ
は
私
の
餌
木
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
す
。
餌
木
と
は
イ
カ
を

釣
る
た
め
の
和
製
ル
ア
ー
で
す
。

大
き
さ
や
色
・
形
も
様
々
で
見

る
だ
け
で
も
楽
し
め
ま
す
。
ま

だ
1
㎏
超
え
の
大
物
の
イ
カ
を

釣
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
今
年

こ
そ
は
釣
り
た
い
で
す
。

熊
本
県
１
部
を
目
指
す
戦
い

熊
本
地
本

住
本
　
隼
人
さ
ん

小
学
５
年
生
か
ら
13
年
間
続

け
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
は
、
私
の

人
生
の
一
部
で
す
。
現
在
は
、

熊
本
県
1
部
リ
ー
グ
昇
格
へ
向

け
周
2
日
練
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

大
会
に
選
出
し
て
い
た
だ
き
、

【
優
勝
】
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

今
後
も
高
み
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
！

４
面
に
つ
づ
く

満
員
御
礼

熊
本
地
本

横
尾
　
有
佑
さ
ん

今
ま
さ
に
福
岡
空
港
に
降
り

立
と
う
と
し
て
い
る
、
全
日
本

空
輸
Ｂ
７
８
７
型
機
。
機
内
は

沢
山
の
帰
省
客
で
満
員
御
礼
。

築
城
基
地
に
飛
来
し
た

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

熊
本
地
本

牛
島
　
史
人
さ
ん

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
の
自

幻
想
的
な
街
【
九チ

ウ
フ
ェ
ン

份
】

博
多
支
部

小
山
　
一
真
さ
ん

台
北
市
か
ら
す
こ
し
離
れ
た

街
に
電
車
で
の
ん
び
り
行
く
も

良
し
、
バ
ス
に
揺
ら
れ
る
の
も

良
し
。
着
い
た
先
は
千
と
千
尋

の
神
隠
し
の
舞
台
幻
想
的
な
街
。

街
全
体
は
す
こ
し
臭
豆
腐
の

匂
い
？
が
し
ま
す
が
、
是
非
一

度
足
を
運
ん
で
み
て
は
。

夕
方
か
ら
夜
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
流
行
か
ら
4
年
が
経
ち
、

運
輸
業
界
に
も
復
活
の
兆
し
が

見
え
始
め
ま
し
た
。
行
動
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
世
の
中

が
続
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

衛
隊
祭
り
に
お
い
て
、
華
麗
な

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
を
披
露
す

る
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
。
航
空

祭
の
開
催
が
4
年
振
り
と
い
う

事
も
あ
り
、
朝
早
く
か
ら
多
く

の
方
が
見
に
来
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
演
目
が
披
露

さ
れ
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

一致団結して
取り組もう!

自動車で行われている
貨物輸送を、環境負荷
の小さい鉄道や船舶の
利用へと転換すること
だよ

モーダル
シフトって

何?

2024年はどんな年？
香椎線（西戸崎駅～宇美駅間25.4㎞）
自動運転（GOA2.5）運行開始

人事・賃金制度等の改正

今後の主な取り組み内容
・2024年春ダイヤ改正
・2024春季生活闘争
・サービスサポートからの出向社員のJR九州へ
　の転籍
・地域社員の社員への転換等　　　　　　など

　2024年４月１日から実施される。賃金
実態調査などの結果をもとに、これまで課
題と認識していた高年齢者層のみならず、
若年層の賃金改善が課題であると捉え、積
極的な提言を行ってきた。
　また、提案以降も労使協議により、私た
ちの主張の多くが反映された。
　実施日以降も、検証活動を実施しながら
更なる改善に努めていく。

　自動運転乗務員として、ＧＯＡ2.5 係員
（前頭に乗務する運転士以外の係員）が乗
務して運行する。
　ＪＲ九州労組は、関係分会の職場集会を
開催し、会社と協議を行ってきた。
　ＪＲ旅客 6 社において、初めての導入と
なる。実施日以降も、検証活動を実施しな
がら更なる改善に努めていく。

２０２４年問題
　自動車運転業務・建設・医療における時間外労働の上
限規制が見直される。
　2024年４月１日より、時間外労働の上限規制がそれぞ
れ短くなる一方、労働力不足によりグループ会社、協力
会社への影響も懸念されている。
　こうした状況を踏まえ、ＪＲ九州では新幹線を活用し
た「はやっ！便」など貨客混載事業を展開し、モーダル
シフトの担い手として九州全体の持続可能な発展を物流
で支えるとしている。
　ＪＲ九州労組も、ＪＲ本体のみならずＪＲ九州グルー
プ全体の課題と捉え、あらゆる機会を捉え課題解決に取
り組んでいく。
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２
０
２
４
年

新
春
川
柳

２
０
２
４
年

新
春
川
柳

２
０
２
４
年

新
春
川
柳

２
０
２
４
年

新
春
川
柳

新
春
書
き
初
め

二
〇
二
四
年

熊
本
地
本

有
田

　舞
さ
ん
の
お
子
さ
ん

　
　
　
　そ
う
ま
さ
ん

熊
本
地
本

有
田

　舞
さ
ん
の
お
子
さ
ん

　
　
　
　ひ
ま
り
さ
ん

博
多
支
部

　
　市
原

　秀
樹
さ
ん

博
多
支
部

　
　東
畠

　
　竣
さ
ん

大
分
地
本

　
　河
村

　直
温
さ
ん

熊
本
地
本

　
　稲
田

　
　透
さ
ん

大
分
地
本

田
村
哲
郎
さ
ん
の
お
子
さ
ん

　
　田
村
め
ぐ
る
さ
ん

熊
本
地
本

　
　本
多

　洋
一
さ
ん

博
多
支
部

　
　杉
尾

　勇
士
さ
ん

小
倉
工
場
支
部

　谷
口

　十
四
郎
さ
ん

小
倉
工
場
支
部

　谷
口

　十
四
郎
さ
ん

妻
の
機
嫌　

直
し
て
お
く
れ　

生
成
Ａ
Ｉ

　
北
九
州
支
部

P.NI’m
  sorry

５
類
移
行　

貯
蓄
は
な
い
が

　

旅
〝
行
こ
う
〟

　
北
九
州
支
部
　
　
　

P.N
旅
人

小
遣
い
交
渉
「
現
行
通
り
」
で

即
妥
結

　
北
九
州
支
部

P.N
減
ら
な
い
だ
け
マ
シ

タ
ブ
レ
ッ
ト　

む
か
し「
通
票
」

　

い
ま
「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
」

　
北
九
州
支
部

P.N
タ
シ
カ
ニ
ト

「
さ
く
ら
・
は
や
ぶ
さ
」

孫
に
と
っ
て
は　

新
幹
線

　
北
九
州
支
部
　

P.N
ブ
ル
ト
レ

年
賀
状　

今
は
ラ
イ
ン
で　

済
ま
せ
て
る

　
小
倉
工
場
支
部

江
原
　
敬
史

お
年
玉　

あ
げ
る
相
場
は　

い
く
ら
な
の
？

　
小
倉
工
場
支
部

中
田
　
幸
二

ジ
ム
行
っ
て　

汗
水
流
し
て　

ポ
テ
チ
食
う

　
小
倉
工
場
支
部

松
井
　
竣
祐

ひ
き
肉
で
す　

今
日
も

我
が
家
は　

ハ
ン
バ
ー
グ

　
筑
豊
支
部
　

P.N
け
い
ち
ゃ
ん

ち
ょ
こ
ざ
っ
ぷ　

行
っ
た
帰
り
に　

生
一
杯

　
筑
豊
支
部
　
　
　
た
ろ
き
ち

苦
労
し
て
ま
す

　

家
計
で
の　

Ｂ
Ｐ
Ｒ

博
多
支
部
　
　
中
村
　
秀
人

パ
パ
の
ボ
ー
ナ
ス　

コ
ロ
ナ
前

　

僕
の
小
遣
い　

変
わ
ら
な
い

博
多
支
部
　
　
小
山
　
維
人

わ
か
っ
て
よ　

私
も
同
じ

　

組
合
員

博
多
支
部
　

P.N
新
・
高
倉
健

指
よ
り
も　

口
に
入
れ
た
い　

ア
ル
コ
ー
ル

博
多
支
部
　

P.N
頑
張
り
マ
ン

初
夢
は
天
へ
上
る
竜
の
ご
と
く

　

の
ぼ
る
賃
金

熊
本
地
本
　
　
濵
田
　
享
二

今
年
こ
そ　

今
年
こ
そ
は
と

　
　

思
う
日
々

熊
本
地
本
　
今
永
　
顕
一
郎

や
っ
ぱ
り　

今
年
も　

寝
正
月

　
熊
本
地
本
　
　
井
手
　
正
成

今
年
こ
そ　

折
り
た
た
ん
だ

羽
を
伸
ば
す
年

熊
本
地
本
　
井
手
　
由
紀
子

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

気
持
ち
は
既
に　

お
疲
れ
さ
ま

熊
本
地
本
　
　
宮
崎
　
祥
吾

成
人
し
立
場
変
わ
る　

お
年
玉

熊
本
地
本
　
　
髙
尾
　
敬
倫

流
行
り
病
か
ら
の
反
転
攻
勢

　

昇
り
龍

熊
本
地
本
　
　
内
濱
　
信
敬

今
年
こ
そ　

家
事
と
仕
事
の

　

二
刀
流

熊
本
地
本
　
　
内
村
　
和
平

今
年
こ
そ　

コ
ロ
ナ
の
心
配　

も
う
い
ら
な
い

熊
本
地
本
　
　
中
村
　
　
旭

ま
た
値
上
げ　

ス
ー
パ
ー
回
り

　

音ね

を
上
げ
る

　
鹿
児
島
地
本

　
P.N
焼
酎
は
お
湯
割
り

年
が
明
け
た
ら
改
め
よ
う

　

運
動
不
足
と　

要
員
不
足

　
鹿
児
島
地
本

　
P.N
薩
摩
ホ
グ
ワ
ー
ツ

無
関
心
で
も

　

無
関
係
で
は
い
ら
れ
な
い　

政
治
と
労
働
条
件

　
鹿
児
島
地
本

　
P.N
パ
ソ
コ
ン
嫌
い

喫
煙
所　

出
る
の
は
煙
と

　

愚
痴
ば
か
り

　
鹿
児
島
地
本　

P.N
ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ

鰻
よ
り　

鯉
よ
り
上
れ

　

我
が
賃
金

　
鹿
児
島
地
本

　
P.N
タ
イ
ヨ
ー

目
指
せ
プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
！

熊
本
地
本

大
柿
　
幸
二
さ
ん

学
生
時
代
か
ら
続
け
て
い
る

ド
ラ
ム
！
今
も
た
ま
に
演
奏
し

て
い
ま
す
。
一
時
期
プ
ロ
を
目

指
し
て
日
々
練
習
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
と
演
奏

す
る
と
時
間
を
忘
れ
、
日
々
の

仕
事
で
の
ス
ト
レ
ス
も
吹
っ
飛

ん
で
い
き
ま
す
。

夢
は
で
っ
か
く
運
転
手
だ
！

熊
本
地
本

白
尾
Ⅱ
世
く
ん

（
白
尾
直
樹
さ
ん
の
子
）

い
つ
も
は
ト
ミ
カ
で
練
習
し

て
い
る
ん
だ
け
ど
、
今
日
は
本

物
を
運
転
す
る
ん
だ
！
（
パ
パ

が
い
つ
も
頑
張
っ
て
い
る
列
車

の
運
転
士
も
、
ト
ラ
ッ
ク
に
負

け
な
い
魅
力
が
あ
る
ん
だ
け
ど

な
～
！
白
尾
パ
パ
よ
り
）

私
の
好
き
な
場
所

熊
本
地
本

末
冨
　
由
紀
さ
ん

こ
こ
は
、
私
の
好
き
な
場
所
。

天
気
が
良
い
日
は
水
辺
に
空
が

写
り
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
仕
事
で
嫌
な
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
こ
で
気
を

晴
ら
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
心
を

癒
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

す
の
で
探
し
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
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ＪＲ九州労組公式アカウント

友達増えてます !
　ＪＲ九州労組はコミュニケーションアプリ

「ＬＩＮＥ＠」を活用し組合員の皆さんに

ホームページの更新状況を通知するなど、よ

り迅速に情報をお届けしています。現在、組

合員数の30％を超える2,322名の組合員の

皆さんに登録をいただいています。

　まだ登録が済んでいない方は、ＬＩＮＥア

プリの「友だち追加」から下のＱＲコードを

読み取るか、ＩＤ検索により登録をお願いし

ます。

辰
年
は　

酒
と
煙
草
を

　

絶
つ
年
に

　
鹿
児
島
地
本

　
P.N
正
直
し
ん
ど
い

今
年
こ
そ　

連
休
つ
く
る

　

休
肝
日

　
鹿
児
島
地
本
　
　

P.N
Ｈ
・
Ｙ


